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[20] 01 　Name：APEC　Date：2018/07/18(水) 22:09　 [ 返信 ]

１．太陽光発電及び風力発電に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。
　①火力発電と同じ電力量を得るには、より広い面積を必要とする。
　②気象条件による発電出力の変動が生じる。
　③発電時に二酸化炭素や環境汚染物質などを排出せずかつ枯渇しない。
　④一般には、太陽電池の温度が上昇すると変換効率が高くなる。
　⑤風力出力は、風速の３乗に比例する。

[21] RE:01 　Name：山弦　Date：2018/07/18(水) 22:12

答：④
太陽電池は温度上昇すると電力変換効率は低下する。

[40] RE:01 　Name：BBB　Date：2018/07/19(木) 00:05

金属は温度の上昇と共に低効率が上がるので、変換効率は下がると考え④にしました。

[47] RE:01 　Name：匿名　Date：2018/07/21(土) 16:44

④にしました。

[19] 02 　Name：APEC　Date：2018/07/18(水) 22:08　 [ 返信 ]

２．コンバインドサイクル発電に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。
　①汽力発電に比較して起動時間が短い。
　②大気温度の上昇に伴って最大出力が低下するという特性がある。
　③ガスタービンの燃焼温度が高温になるほど、熱効率が低下する。
　④排熱回収方式ではガスタービンの排気を利用し、排熱回収ボイラで蒸気を発生させ蒸気タービンを駆動する。
　⑤同一プラント出力の汽力に比較して温排水量が少ない。

[22] RE:02 　Name：山弦　Date：2018/07/18(水) 22:13

答：③
ガスタービンの燃焼温度が高温になるほど熱効率は向上する。

[48] RE:02 　Name：匿名　Date：2018/07/21(土) 16:45

③にしました。

[49] RE:02 　Name：匿名　Date：2018/07/21(土) 16:52

③にしました。

[18] 03 　Name：APEC　Date：2018/07/18(水) 22:06　 [ 返信 ]

３．電力システム改革の第３段として、発送電分離が２０２０年より実施される。２０２０年以降の電力システムに関する記述のうち、最も不適切なも
のはどれか。
　①法的分離により送配電部門の中立性を確保する。
　②一般送配電事業者は、発電事業を自由に行うことができる。
　③一般送配電事業者は、発電事業を自由に行うことが原則としてできない。

電気電子部門択一問題　正解を語る掲示板



　④送配電部門に関しては、ひとつの事業者が地域独占的にサービスを提供する形態は残る。
　⑤送配電部門については、「総括原価方式」に基づく料金規制が継続される。

[23] RE:03 　Name：山弦　Date：2018/07/18(水) 22:13

答：②
発電事業を行う者は国へ「届出」をする必要がある。
なお小売電気事業を行う者は国へ「登録」、一般送配電事業を行う者は国からの「許可」の必要がある。本問出題時の平成30年（2018年）現
在は、一般送配電事業者は小売電気事業や発電事業を兼営することができるが、平成32年（2020年）4月以降は法律上、兼営することは原
則認められない。

[17] 04 　Name：APEC　Date：2018/07/18(水) 22:06　 [ 返信 ]

４．架空送電線の雷対策に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。
　①架空地線を設置する。
　②アークホーンを設置する。
　③２回線送電線で不平衡絶縁方式を採用する。
　④送電用避雷装置を設置する。
　⑤搭脚設置抵抗を高くする。

[24] RE:04 　Name：山弦　Date：2018/07/18(水) 22:14

答：⑤
塔脚接地抵抗は低くすることが雷対策に有効である。

[16] 05 　Name：APEC　Date：2018/07/18(水) 22:04　 [ 返信 ]

５．電気鉄道に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。
　①トロリ線の材質は、一般に導電率の高い銅又は銅合金が用いられる。
　②リニアモータは、都市交通システムや浮上式鉄道で実用化されている。
　③日本の新幹線では、架空電圧は全て直流である。
　④直流電気車の主電動機には、誘導電動機も多く用いられる。
　⑤列車検知には、列車の車輪がレール間を短絡することで検知する軌道回路が多く用いられる。

[25] RE:05 　Name：山弦　Date：2018/07/18(水) 22:15

答：③
日本の新幹線の架線電圧は交流２５ｋＶである。

[15] 06 　Name：APEC　Date：2018/07/18(水) 22:03　 [ 返信 ]

６．二次電池に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。
　①二次電池とは、充放電を繰り返して反復使用できる電池のことをいう。
　②鉛蓄電池の電解液には、水酸化ナトリウムが使われている。
　③リチウムイオン電池は、モバイル機器用の二次電池として欠かせないものになっている。
　④可燃性の有機電解液を用いるリチウムイオン電池は、安全性には十分注意を要する。
　⑤ニッケルー金属水素化物電池のエネルギー密度は、ニッケルーカドミウム電池より大きい。

[26] RE:06 　Name：山弦　Date：2018/07/18(水) 22:15

答：②
鉛蓄電池の電解液は硫酸である。



[14] 07 　Name：APEC　Date：2018/07/18(水) 22:01　 [ 返信 ]

７．通信用光ファイバに関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。
　①コアとクラッドと呼ばれる屈折率の異なる材料からできている。
　②ある程度曲げることができ、軽量かつ接地不要である。
　③ガラス材料を用いたファイバは、主に０．８μｍ、１．３μｍ、１．５５μｍの３つの波長帯で使われる。
　④長距離用にはプラスチックファイバが適している。
　⑤シングルモードファイバ中の伝搬速度は、真空中の光速を屈折率で割った値となる。

[27] RE:07 　Name：山弦　Date：2018/07/18(水) 22:16

答：④
長距離伝送用の光ファイバは石英ガラスが用いられる。

[13] 08 　Name：APEC　Date：2018/07/18(水) 22:00　 [ 返信 ]

８．三相６００V、５０ｋWの交流電動機が１００％負荷状態で運転されているときの入力電流に最も近い値はどれか。ただし、１００％負荷時の効率
を９２％、力率cosθ（遅れ）を０．８５とする。
　①４８A
　②５７A
　③６２A
　④６５A
　⑤８３A

[28] RE:08 　Name：山弦　Date：2018/07/18(水) 22:16

答：③
I＝P／(√3V×cosφ×η)＝50000／(√3×600×0.85×0.92)≒62(A)

[12] 09 　Name：APEC　Date：2018/07/18(水) 21:59　 [ 返信 ]

９．次の記憶装置のうち、電源を切ると記憶内容が失われるものはどれか。
　①SRAM
　②フラッシュメモリ
　③FeRAM
　④MRAM
　⑤ROM

[29] RE:09 　Name：山弦　Date：2018/07/18(水) 22:17

答：①
SRAMはフリップフロップを用いたメモリで、電源を切ると記憶内容が失われる。

[11] 10 　Name：APEC　Date：2018/07/18(水) 21:58　 [ 返信 ]

１０．半導体素子に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。
　①ｐｎ接合には、整流作用がある。
　②トランジスタのコレクタ損失とは、コレクタ電流とコレクタ・エミッタ間電圧の積である。



　③MOSFETのゲート電極は、酸化膜で半導体から絶縁されている。
　④ホール素子は、磁気や電流の検出に利用することができる。
　⑤発光ダイオードは、常に単一周波数で位相がそろった光を発する。

[30] RE:10 　Name：山弦　Date：2018/07/18(水) 22:18

答：⑤
発光ダイオード（LED）の発する光の周波数はある程度の幅があり、また位相も揃っているとはいえない。選択肢の⑤の記述はレーザーダイ
オード（半導体ダイオード）のこと。

[10] 11 　Name：APEC　Date：2018/07/18(水) 21:56　 [ 返信 ]

１１．オシロスコープに関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。
　①時間の経過に対する電圧の変化の様子を観測できるよう工夫した装置である。
　②同一周波数で位相差のある２つの正弦波信号を縦軸（垂直軸）入力端子と横軸（水平軸）入力端子にそれぞれ加えると、位相差を知ることが
できる。
　③ディジタルストレージ形のものは、アナログ信号を入力することができる。
　④周波数帯域がDC～１００MHｚのオシロスコープに、周波数が１００MHｚで振幅が１Vの正弦波信号を入力すると、振幅が１Vの正弦波が表示さ
れる。
　⑤プローブの周波数特性を調整するための方形波信号を出力するものがある。

[31] RE:11 　Name：山弦　Date：2018/07/18(水) 22:18

答：④
帯域幅100MHzのオシロスコープに100MHz、振幅1Vの正弦波を入力すると、仕様により3dB減衰し振幅は１／√2≒0.707Vになる。

[9] 12 　Name：APEC　Date：2018/07/18(水) 21:54　 [ 返信 ]

１２．電子タグ等で使用されている９２０MHｚ帯の電波に対する半波長ダイポールアンテナの長さに最も近い値はどれか。ただし、波長短縮率は考
えないものとする。
　①２ｃｍ
　②４ｃｍ
　③８ｃｍ
　④１６ｃｍ
　⑤３３ｃｍ

[32] RE:12 　Name：山弦　Date：2018/07/18(水) 22:19

答：④
λ＝ｃ／ｆ＝（３×１０＾８）／（９２０×１０＾６）＝０．３２６ｍ、半波長ダイポールアンテナの長さはλ／２なので０．１６３ｍ≒１６ｃｍ。

[8] 13 　Name：APEC　Date：2018/07/18(水) 21:53　 [ 返信 ]

１３．長さが５０ｋｍ、損失が０．２ｄB／ｋｍの光ファイバ伝送路に入力パワーが１ｍWの信号光を入力した場合、光ファイバ伝送路からの信号光の
出力パワーの値は次のうちどれか。
　①１０μＷ
　②２０μＷ
　③５０μＷ
　④１００μＷ
　⑤２００μＷ

[33] RE:13 　Name：山弦　Date：2018/07/18(水) 22:19

答 ④



答：④
損失は0.2dB／km×50km＝10dB。出力／入力の値（真値）をGとすると、g＝10×log10|G|＝－10[dB]より、|G|＝10^ (－1)＝0.1、よって入力
1mWのときの出力は、1mW×0.1＝0.1mW＝100μW。

[7] 14 　Name：APEC　Date：2018/07/18(水) 21:51　 [ 返信 ]

１４．次のうちＩＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）ネットワーク上で音声信号をリアルタイム伝送するＶｏＩP（Ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ
ＩＰ）技術において、音声（アナログ信号）のディジタル化及びＩＰ化に関係のある技術又は方式として最も不適切なものはどれか。
　①ラウンドロビン方式
　②エコーキャンセラ
　③ラスタスキャン方式
　④標本化
　⑤量子化

[34] RE:14 　Name：山弦　Date：2018/07/18(水) 22:20

答：③
ラスタスキャン方式は２次元画像の取得・表示方法である。

[6] 15 　Name：APEC　Date：2018/07/18(水) 21:49　 [ 返信 ]

１５．現在一般に使われている携帯電話（スマートフォン含む）を用いた移動体通信システムに関する次の記述のうち、最も適切なものはどれか。
　①１つの無線地上基地局がカバーする通信範囲は、半径最大数百キロメートルである。
　②低い周波数帯を用いた通信の方が、直接見通せないところまで届く可能性が高い。
　③ＦＭ放送の周波数よりも低い周波数帯で通信が行われている。
　④端末が移動して、同一の会社が運用する１つの基地局との通信から隣の基地局に通信が切り替わることをローミングという。
　⑤同じ基地局を使った携帯電話同士の通信は、その基地局だけで接続するので、基地局制御装置や移動交換機等を経由することはない。

[35] RE:15 　Name：山弦　Date：2018/07/18(水) 22:21

答：②
②が正しい。波長が長い（周波数が低い）方が電波の指向性は小さいから山影でも届きやすい。
①：半径数百kmは大き過ぎ。③：FM放送電波は70～90MHz程度。移動体通信の周波数帯域はこれより20倍大きく2GHz前後。④：ハンドオー
バーの記述。⑤：経由することは「ある」。

[5] 16 　Name：APEC　Date：2018/07/18(水) 21:49　 [ 返信 ]

１６．ＩＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）の主要な役割に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。
　①インターネットの基本的な伝送単位であるデータグラムの構成を定めている。
　②インターネットのＩＰアドレス方式を定めている。
　③トランスポート層とアプリケーション層との間でデータの受け渡しをする手順を定めている。
　④データグラムを宛先ホストへ向けて送る経路選択の手順を定めている。
　⑤データグラムを適切なサイズに分割して、また、分割されたデータグラムを復元する手順を定めている。

[41] RE:16 　Name：BBB　Date：2018/07/19(木) 00:11

③です。
③はプレゼンテーション層やセッション層(レイヤ6及び5)の説明です。IP層(レイヤ3)の説明ではありません。



[4] 17 　Name：APEC　Date：2018/07/18(水) 21:47　 [ 返信 ]

１７．電波に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。
　①電波法で定義されている「電波」とは、３ＴＨｚ以下の周波数の電磁波をいう。
　②標準電波ＪＪＹは、はがね山の送信所より６０ＫＨｚで、おおたかどや山の送信所より５０ＫＨｚで送信されている。
　③４Ｋ・８Ｋ衛星放送の右左旋円偏波対応アンテナから出力される信号の周波数帯域は１０３２～３２２４ＭＨｚである。
　④無線ＬＡＮ関連規格のＩＥＥＥ８０２．１１ｎｈａ２．４ＧＨｚ帯及び５ＧＨｚ帯を使用している。
　⑤地上デジタルテレビ放送で使用される周波数は、４７０～７１０ＭＨｚである。

[36] RE:17 　Name：山弦　Date：2018/07/18(水) 22:22

答：②
おおたかどや山の送信所から40kHzで送信されている。

[3] 18 　Name：APEC　Date：2018/07/18(水) 21:46　 [ 返信 ]

１８．ＢＣＰ（事業継続計画）に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。
　①ディーゼル機関とは、１つの装置で発熱量や性質の異なる２種類の燃料を一方から他方へあるいはその逆に切替えて使用できる機関又は燃
料ガスの点火に液体燃料を用いる機関である。
　②建築物等内の電気及び電子システムに関する雷保護の規格の必要性は、雷の電磁気的影響に起因する電気及び電子システムの故障費用
の増大によって生じたものである。
　③全国瞬時警報システム（Ｊアラート）とは、緊急地震速報等の自然災害情報や、弾道ミサイル情報等の国民保護情報といった対処に時間的余
裕のない事態に関する緊急情報を、住民に瞬時に伝達するシステムである。
　④国土交通省による「業務継続のための官庁施設の機能確保に関する指針」では、地震については首都直下Ｍ７クラスの地震を想定し、停電、
商用電話回線の不通は１週間継続すると想定している。
　⑤ファイアウォールはセキュリティ確保と管理の一元化を実現するために、アクセス認証、トラフィック制御、利用帯域制御、プロトコル／データ
変換、侵入検知、ウィルス検出除去等の機能を複合した装置である。

[37] RE:18 　Name：山弦　Date：2018/07/18(水) 22:23

答：①
ディーゼル機関の説明として、２種類の燃料を切替えて使用できる機関というのは適切ではない。

[42] RE:18 　Name：BBB　Date：2018/07/19(木) 00:35

⑤です。
①の「2種類の燃料を切り替えて使用できる」は二元燃料ディーゼル機関の説明であり正しい内容です。
⑤はUTMの説明をしており不適切です。

[43] RE:18 　Name：maestro 　Date：2018/07/19(木) 10:26

①かと。
確かに軽油と重油とが使えるヂィーゼルもあると思いますが、一般的な説明ではないかと思います。

[44] RE:18 　Name：maestro 　Date：2018/07/19(木) 10:41

追記です。
ファイヤーウオールとＵＴＭの違いははっきりしませんが、ファイヤーウオールはソフトウエアを指していう事も多いので、「装置」という限定的
な言い方は不適切ではないかと思います。

[45] RE:18 　Name：ggg　Date：2018/07/19(木) 12:00

①を選びました。
ディーゼルエンジンは圧縮した空気に燃料を噴射することで点火しますが、
「燃料ガスの点火に液体燃料を用いる」は上記と合いません。
圧縮しただけの空気を「燃料ガス」とは呼ばないですよね。

通信屋として⑤も怪しく思えましたが、
①が最もおかしいと感じました。



[46] RE:18 　Name：BBB　Date：2018/07/19(木) 12:07

2種類の燃料を使っておき、片方の燃料が途絶えた時に、燃料を別のほうに切り替えるデュアル型のディーゼル機関はBCPの問題としては
適していると思います。

ファイヤーフォールはパケットヘッダしかチェックしません。UTMはぺイロードの部分も見てチェックしますのでウイルス検出排除も可能です。

[2] 19 　Name：APEC　Date：2018/07/18(水) 21:45　 [ 返信 ]

１９．低圧三相誘導電動機に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。
　①契約電力１００ｋＷの需要家構内において、定格出力７．５ｋＷ×２台（同時始動）の三相誘導電動機（特殊かご形の電動機を除く）の始動装置
は、取り付けが技術上困難でない場合でも省略することができる。
　②相誘導電動機の始動方式として、商用電源の電圧と周波数が可変なインバータ始動方式（可変速制御始動）がある。
　③相誘導電動機の電力配線が専用の分岐回路から供給されている場合、点検用の開閉器を省略することができる。
　④３．７ｋＷ以下の相誘導電動機は、始動装置を省略することができる。
　⑤２００Ｖ相誘導電動機単体に用いる、力率改善用コンデンサの取付容量は、一般に、６０Ｈz地区と５０Ｈｚ地区で用いる容量が異なる。

[38] RE:19 　Name：山弦　Date：2018/07/18(水) 22:23

答：①
内線規程において、契約電力８０ｋＷ以上の需要場所では、契約電力の１／１０以下の出力（同時起動する場合はその台数分合計）の電動
機は始動装置を省略することができるが、１／１０を超えている。

[1] 20 　Name：APEC　Date：2018/07/18(水) 21:43　 [ 返信 ]

２０．絶縁電線の許容電流に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。ただし、次の各選択肢で記載する以外は全て同一条件とする。
　①導体の材料がアルミニウムの絶縁電線より銅の絶縁電線の方が許容電流は大きい。
　②絶縁電線の周囲温度が３０℃の場合より４０℃の場合の方が許容電流は小さい。
　③金属管に絶縁電線を３本入れた場合より５本入れた場合の方が１本当たりの許容電流は小さい。
　④絶縁物がふっ素樹脂混合物の絶縁電線よりもビニル混合物の絶縁電線の方が許容電流は大きい。
　⑤絶縁電線は直流を流すよりも交流を流す方が許容電流は小さい。

[39] RE:20 　Name：山弦　Date：2018/07/18(水) 22:24

答：④
ふっ素樹脂混合物の被覆の方が、ビニル混合物の被覆よりも耐熱温度が高く、電線の許容電流が大きい。

[50] RE:20 　Name：aiw 　Date：2018/07/23(月) 11:44

答：⑤も不適切なので正解
電線自体の持つ抵抗によってÎ 2Rによるジュール熱が発生する。そのジュール熱により、おのずから上限電流が決まる。交流の場合には、
実効値で、等価な直流電流にて評価する。この実行値は、直流電流を流した場合と同じ仕事をした値である。つまり、交流（実行値）＝直流に
なり、同じ値だけしか流せない。

[51] RE:20 　Name：aiw 　Date：2018/07/25(水) 00:10

・同軸ケーブルではなく絶縁電線なので交流とは、せいぜい50～60Hz程度であること（そもそも、絶縁電線は高周波を流すためのものではな
い）。
・交流はピーク値が√2倍高くなるが0程度に時間があることも含め平均化した実効値により、許容電流が評価されていること。
以上を踏まえれば交流（実効値）=直流となり、やはり記述が不適切な選択肢[5]も、正答ではないでしょうか。

[52] RE:20 　Name：ccc　Date：2018/07/25(水) 20:33

aiwさんと同意見です。
内線規程におきましても、電線の許容電流に直交流での違いは記載されておりません。
表皮効果の話なら１も怪しくなります。
（銅よりアルミの方が表皮深さが深い)



解答見直されることを期待しています。

[53] RE:20 　Name：ccc　Date：2018/07/26(木) 15:16

補足しますと、

絶縁電線の許容電流については、電気設備技術基準・内線規程を参考にする事が一般的だと考えます。
（内線規程は電気設備の技術基準の省令・解釈に定められている技術的な内容を展開した内容で、日本電気協会が発行。）

その上で、問題に対する解答としては、

①・・・○
　電気設備の技術基準　第146条の146-1,2表に記載
　例）導体の直径1.0～1.2mmの許容電流：銅＝16A、アルミ＝12A

②・・・○
　電気設備の技術基準　第146条の146-3表に記載
　例）ビニル混合物の場合40℃で許容電流補正係数：0.8

③・・・○
　電気設備の技術基準　第146条の146-4表に記載
　電流減少係数は3以下＝0.7、5＝0.56

④・・・×
　電気設備の技術基準　第146条の146-3表に記載
　例）周囲温度30℃以下の許容電流補正係数
　　　ビニル混合物：1.00又は1.22
　　　ふっ素樹脂混合物：2.15又は1.27

⑤・・・×
　許容電流は同じ
　電気設備の技術基準および内線規程ともに交流・直流による許容電流の補正は無い

が妥当と考えます。

⑤を『表皮効果で抵抗が増加』で○とした場合、近接効果や高周波を含め様々な条件を解答者が任意に設定し、「選択肢記載以外の条件を
同一条件とし比較するとこうなります。」と問題が成立しなくなります。

掲示板の管理者の方から日本技術士会へお問い合わせして頂けると非常に有り難いです。

[54] RE:20 　Name：aaa　Date：2018/07/27(金) 10:07

ccc様

apecさんは電気電子の専門家ではないと思います。
そのため、会に問い合わせするとなると、上記の内容が妥当か否かも、判断、検証に時間を割かなければならないかと。
まずはご自身で問い合わせされてはいかがでしょうか？
apecさんをはじめとした既技術士の方はあくまでもご好意でアドバイスをして下さっているだけ、という事をお忘れなきよう。

[55] RE:20 　Name：ccc　Date：2018/07/27(金) 21:34

aaa様

aaa様のおっしゃる通りです。
管理人様、失礼しました。
書き込み前に問い合わせをしようと技術士会のHPを確認したところ、試験問題・正答に関する問い合わせは一切受け付けないとの記述があ
り、もしかしたら管理人様なら何らかのツテがあるのかもと思い甘い考えでお願いしてしまいました。申し訳ありません。

数ある試験問題の一つなので、そこまでムキになる必要も無いかと思い至りましたので、もう大丈夫です。
お騒がせしました。

[56] RE:20 　Name：あくあ　Date：2018/07/27(金) 23:38

この問題は、(2015年度)平成27年度の過去問題です。
添付しましたが、I-17の正答は、3 となっています。

よって、今年度の場合は、
「④絶縁物がふっ素樹脂混合物の絶縁電線よりもビニル混合物の絶縁電線の方が許容電流は大きい。」が正答となります。



[57] RE:20 　Name：maestro 　Date：2018/07/28(土) 01:55

皆さんご指摘のとおり、この問題には正答が二つ存在します。出題ミスです。しかも、過去問で全く同じ問題が出ており、訂正されないまま、
再度の出題ミスとなってしまいました。
事務局がミスを認めて公正な判断をされる事を希望します。
技術士の倫理に沿って。

[58] RE:20 　Name：ccc　Date：2018/07/29(日) 08:25

技術士会のHPを再度見ますと、「試験問題に関する問い合わせ等に対しては、受験票に記載されているとおり、個々には回答いたしません。
なお、今回実施した平成30年度の択一式問題に対して問い合わせ等がございますが、今後、訂正等がある場合は、ホームページにて発表
いたします。」と、ありましたので、皆さん気になる問題は問い合わせしているんだと思い、とりあえず私が記載した内容は技術士会の問い合
わせフォームに記入して送信しました。



  

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～04-1 発送配変電～ 
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問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～04-2 電気応用～ 















 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～04-3 電子応用～ 
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問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～04-4 情報通信～ 
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選択科目  情報通信 

技術士 第二次試験 答案用紙 

 1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 1枚目   3 枚中 

技術部門  電気電子     部門 

専門とする事項 情報通信ネットワーク 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                  24 字×25字

H30 Ⅲ-1 再現論文 

（ １ ） 課 題 の 分 析  

 上 位 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン か ら 、 下 位 の セ ン サ ー デ バ

イ ス ま で の 南 北 。 各 サ ー ビ ス や 、 多 様 な ネ ッ ト ワ ー ク

イ ン フ ラ に ま た が る 東 西 。 安 心 ・ 安 全 な デ ー タ 収 集 ・

流 通 の 仕 組 み を 実 現 す る た め に は 、 多 面 に ま た が る 課

題 を 解 決 し て い か な け れ ば な ら な い 。 以 下 で 述 べ る 。  

① デ ー タ 収 集 に つ い て ： セ ン サ ー デ バ イ ス に よ り 収 集

し た デ ー タ の 完 全 性 を 確 保 す る 課 題 が あ る 。 セ ン サ ー

デ バ イ ス に 完 全 性 を 確 保 す る 機 能 は 持 た せ ら れ な い の

で 、 収 集 し た デ ー タ を 管 理 す る セ ン タ ー 側 で 実 現 す る 。

ま た 、 9 9 . 9 9 9 9 ％ と い っ た 稼 働 率 を 満 た す 、 M T B F に よ

る 信 頼 性 、 M T T R に よ る 保 全 性 を 確 保 し た セ ン タ ー で

あ る こ と 。  

② 収 集 し た デ ー タ に つ い て ： 収 集 し た デ ー タ を 安 心 ・

安 全 に 保 管 す る と い う 課 題 が あ る 。 保 管 し た デ ー タ を 、

ど う 利 活 用 で き る よ う に 工 夫 し て い く か 考 え る 必 要 も

あ る 。  

③ 流 通 に つ い て ： デ ー タ 収 集 の 通 信 も だ が 、 多 様 な ネ

ッ ト ワ ー ク イ ン フ ラ に ま た が っ て 流 通 さ せ る た め 、 セ

キ ュ リ テ ィ の 確 保 さ れ た 通 信 を 実 現 す る 課 題 が あ る 。

I P S e c V P N と い っ た 暗 号 化 さ れ た V P N を 前 提 と し て 検

討 す る 。 ま た 、 広 範 囲 に ま た が っ た 通 信 サ ー ビ ス と す

る こ と 。  

④ 拡 張 性 に つ い て ： ① ～ ③ の 課 題 を 解 決 し つ つ 、 今 後

の 拡 張 性 に つ い て も 考 慮 さ れ た 仕 組 み で あ る こ と 。  



選択科目  情報通信 

技術士 第二次試験 答案用紙 

 2

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 2枚目   3 枚中 

技術部門  電気電子     部門 

専門とする事項 情報通信ネットワーク 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                  24 字×25字

H30 Ⅲ-1 再現論文 

（ ２ ） 課 題 と 解 決 策 ３ つ  

 私 は 拡 張 性 に つ い て の 課 題 を 、 重 要 と 考 え る 課 題 に

挙 げ る 。 新 た に で て く る 課 題 で あ り 、 ① ～ ③ を 解 決 し

て も 拡 張 性 が な け れ ば 、 将 来 性 が な い 仕 組 み だ か ら で

あ る 。 拡 張 性 の 解 決 に よ っ て 他 も 解 決 す る 部 分 が あ る 。

[  解 決 策 1 . イ ン タ ー ク ラ ウ ド ]  

 私 は 、 解 決 策 の １ つ と し て イ ン タ ー ク ラ ウ ド を 示 す 。

膨 大 な 量 の デ ー タ を 収 集 し て 、 利 活 用 す る た め 、 ク ラ

ウ ド は 必 須 で あ る 。 パ ブ リ ッ ク ク ラ ウ ド や コ ミ ュ ニ テ

ィ ク ラ ウ ド が あ る が 、 コ ス ト が 高 く て も 拡 張 性 に 優 れ

た イ ン タ ー ク ラ ウ ド を 提 案 す る 。 デ ー タ 保 管 に 特 化 し

た ク ラ ウ ド 、 デ ー タ 転 送 に 特 化 し た ク ラ ウ ド 、 デ ー タ

活 用 に 特 化 し た ク ラ ウ ド 等 を 連 携 さ せ る こ と で 、 拡 張

性 に 対 応 す る こ と が で き る 。  

[  解 決 策 2 . S D N ]  

 S D N の １ つ で あ る O P E N F L O W 技 術 を 利 用 し て 、

O P E N F L O W コ ン ト ロ ー ラ O P E N F L O W ス イ ッ チ に よ り 、

N F V で 仮 想 化 し た ソ フ ト ウ ェ ア を 論 理 的 に ネ ッ ト ワ ー

ク 構 成 す る こ と が で き る 。 V X L A N に よ る 制 御 も 可 能 と

な り 、 V L A N で ４ 千 程 度 が 限 界 だ っ た の を 、 L 3 ス イ ッ

チ を ま た が っ て 広 範 囲 な コ ン ト ロ ー ル が で き る 。 S D N

に よ り ス ケ ー ル ア ウ ト と い っ た 拡 張 性 に 対 応 す る 。  

[  解 決 策 3 . マ ル チ コ ア フ ァ イ バ ー ]  

 多 様 な ネ ッ ト ワ ー ク イ ン フ ラ に ま た が っ て 、 高 速 大

容 量 な 通 信 を す る 必 要 が あ る 。 マ ル チ コ ア フ ァ イ バ ー



選択科目  情報通信 

技術士 第二次試験 答案用紙 

 3

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 3枚目   3 枚中 

技術部門  電気電子     部門 

専門とする事項 情報通信ネットワーク 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                  24 字×25字

H30 Ⅲ-1 再現論文 

は 、 １ 芯 に 複 数 の コ ア を 用 意 し て 、 複 数 の 光 通 信 路 を

設 け る こ と が で き る 。  

（ ３ ） 新 た に 生 じ る リ ス ク と 対 策  

① 情 報 流 出 、 障 害 時 の 複 雑 性  

 イ ン タ ー ク ラ ウ ド は 、 各 ク ラ ウ ド に ま た が っ た デ ー

タ 転 送 が 必 要 と な る た め 、 大 規 模 な 情 報 流 出 が 生 じ る

リ ス ク が あ る 。 ま た 、 障 害 が 発 生 し た と き 、 ク ラ ウ ド

が 連 携 し て い る た め 、 冗 長 性 の 切 替 え 等 が 複 雑 に な り

大 き な ト ラ ブ ル に な る リ ス ク が 考 え ら れ る 。 情 報 流 出

の 対 策 と し て は 、 暗 号 化 さ れ た V P N を 利 用 す る 対 策 や 、

収 集 し た デ ー タ を 先 に 匿 名 化 し て リ ス ク を 軽 減 さ せ る

対 策 が あ る 。 障 害 時 の 複 雑 性 は 、 S D N に よ る 一 括 コ ン

ト ロ ー ル に よ る 対 策 が あ る 。  

② 設 計 が 難 し く な る  

 S D N に よ り 、 広 範 囲 に 渡 っ て 設 計 す る た め 、 設 計 が

複 雑 に な る 。 そ れ に よ っ て 、 設 計 ミ ス な ど の リ ス ク が

生 じ る 恐 れ が あ る 。 各 レ イ ヤ に ま た が っ て 対 応 で き る

フ ル ス タ ッ ク エ ン ジ ニ ア の 育 成 や 、 P M O に 参 画 を 依 頼

し 、 プ ロ ジ ェ ク ト マ ネ ジ メ ン ト の Q C D を 確 保 す る 対 策

が 考 え ら れ る 。  

③ 複 数 波 処 理  

 マ ル チ コ ア フ ァ イ バ ー に よ り 、 複 雑 な 複 数 波 を 処 理

す る 必 要 が で て く る 。 対 策 と し て 自 己 ホ モ ダ イ ン に よ

る 光 学 処 理 に よ り 波 形 の 乱 れ を 対 策 し 、 S D N に よ っ て

複 数 波 を コ ン ト ロ ー ル す る こ と で 対 応 す る こ と 。 以 上  
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問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～04-5 電気設備～ 





選択科目   電気設備 

平成３０年度 技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   電気電子  

専門とする事項  配線工事計画 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－１ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

1 . レ ド ッ ク ス フ ロ ー 電 池  

①  概 要  

タ ン ク と 充 放 電 部 で 構 成 さ れ る 。 一 般 的 に は 電 解 質  

に バ ナ ジ ウ ム が 使 用 さ れ タ ン ク か ら 充 放 電 部 に ポ ン プ

等 で 送 り 出 し 充 放 電 を 行 う 。  

②  特 徴  

a .  タ ン ク を 増 や す 事 で 大 容 量 の 電 力 貯 蔵 が で き る  

b .  エ ネ ル ギ ー 密 度 が 低 い  

c .  均 一 に 充 電 す る 事 が 可 能  

③  活 用 例  

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 電 力 平 準 化 。  

（ 北 海 道 電 力 で は 、 系 統 の 電 力 平 準 化 の 為 、 6 0 M W の  

レ ド ッ ク ス フ ロ ー 電 池 を 設 置 し 実 証 試 験 を 実 施 中 )  

2 . リ チ ウ ム イ オ ン 電 池  

① 概 要  

 電 解 質 に リ チ ウ ム イ オ ン を 使 用 。 リ チ ウ ム イ オ ン が

陽 極 と 陰 極 を 移 動 す る 事 で 充 放 電 を 行 う 。  

② 特 徴  

a .  数 を 増 や す 事 で 大 容 量 の 電 力 貯 蔵 が 可 能  

b .  エ ネ ル ギ ー 密 度 が 高 い  

c .  セ ル 事 の 充 電 容 量 が 異 な る  

d .  過 充 電 に よ り 火 災 の リ ス ク あ り  

③ 活 用 例  

太 陽 光 発 電 設 備 の 電 力 平 準 化 用 の バ ッ テ リ ー か ら  

P C や ス マ ー ト フ ォ ン の バ ッ テ リ ー に 使 用 さ れ て い る 。









選択科目    

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門    

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－２ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

１  低 圧 絶 縁 監 視 装 置 の 概 要  

 低 圧 絶 縁 監 視 装 置 は 、 年 間 を 通 じ て 停 電 す る こ と が

困 難 な 自 家 用 電 気 設 備 に お い て 、 停 電 す る こ と な く 低

圧 回 路 の 絶 縁 状 態 を 常 時 監 視 す る 装 置 で あ る 。 監 視 に

あ た っ て は 、 対 象 回 路 の ２ 線 又 は ３ 線 を 零 相 変 流 器 に

よ り 一 括 し て 漏 れ 電 流 を 測 定 す る こ と で 絶 縁 状 態 監 視

す る 。 代 表 的 な 方 式 に は 、 I o r 方 式 と I g r 方 式 が あ り 、

以 下 に I g r 方 式 に つ い て 述 べ る 。  

２  I g r  方 式 の 動 作 原 理  

 測 定 対 象 回 路 の ２ 線 又 は ３ 線 を 、 零 相 変 流 器 に 一 括

し て く ぐ ら せ 、 漏 れ 電 流 を 測 定 す る と と も に 、 測 定 し

た 漏 れ 電 流 と 電 圧 の 位 相 差 か ら 、 漏 れ 電 流 の 抵 抗 分 の

み を 測 定 す る 。  

３  I g r  方 式 の 特 徴  

( 1 )  I g r  方 式 の 長 所  測 定 さ れ た 漏 れ 電 流 に は 、 抵 抗

分 と コ ン デ ン サ 分 が 混 在 し て い る た め 、 漏 れ 電 流 の み

を 測 定 す る I o r 方 式 で は 、 絶 縁 状 態 が 低 く 検 出 さ れ る 。

一 方 、 I g r  方 式 は 、 測 定 対 象 回 路 の 電 圧 と の 位 相 差 か

ら 漏 れ 電 流 の 抵 抗 分 の み を 測 定 す る た め 、 測 定 の 精 度

が 高 い 。  

( 2 )  I g r  方 式 の 短 所  測 定 対 象 回 路 の 零 相 電 流 に 加 え 、

電 圧 を 測 定 す る 必 要 が あ る た め 、 測 定 装 置 が 高 価 で あ

る 。 ま た 、 電 圧 を 測 定 す る た め に 充 電 部 に 接 近 す る 必

要 が あ る た め 、 感 電 す る リ ス ク が あ る 。  以 上  
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技術部門   電気電子  

専門とする事項  配線工事計画 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－３ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

1 .  ト ッ プ ラ ン ナ ー 制 度  

[ 概 要 ]  

 民 生 部 門 ・ 産 業 部 門 の 消 費 電 力 低 減 が 求 め ら れ て お

り 、 使 用 機 器 の 消 費 電 力 低 減 が 大 き な 問 題 と な っ て い

る 。  

 ト ッ プ ラ ン ナ ー 制 度 は 市 販 さ れ て い る 製 品 の 中 で 最

も 効 率 が 高 い 機 器 の 採 用 を 義 務 付 け た 物 で 、 制 度 で 民

生 部 門 ・ 産 業 部 門 の 消 費 電 力 の 大 幅 な 低 減 が 期 待 で き

る 。  

 ま た 、 日 本 全 体 の 二 酸 化 炭 素 排 出 量 抑 制 に も つ な が

る 。  

2 .  ト ッ プ ラ ン ナ ー 対 応 機 器  

①  選 定 機 器  

「 変 圧 器 」  

②  損 失 低 減 化 技 術  

変 圧 器 に ア モ ル フ ァ ス 鉄 心 が 使 用 さ れ て お り 、 鉄 心  

に よ る 損 失 を 低 減 し て い る 。  

③  リ プ イ レ ー ス に 当 た っ て の 留 意 点  

a .  基 礎 ・ 課 題 の 改 造  

 ト ッ プ ラ ン ナ ー 変 圧 器 は 汎 用 機 と 比 べ 、 サ イ ズ や 基

礎 ボ ル ト の 設 置 位 置 等 が 異 な る 為 、 基 礎 等 の 改 造 が 必

要 に な る ケ ー ス が あ る 。  

b .  起 動 電 流  

 汎 用 機 器 に 比 べ 、 起 動 電 流 大 き く な る ケ ー ス が あ る

為 、 遮 断 器 等 の 改 造 が 発 生 す る 可 能 性 が あ る 。  
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技術部門    

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－３ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

１  ト ッ プ ラ ン ナ ー 制 度 の 概 要  

 「 エ ネ ル ギ ー の 使 用 の 合 理 化 等 に 関 す る 法 律 」 に 定

め る 機 械 器 具 の う ち 、 三 相 誘 導 電 動 機 や 変 圧 器 等 の 、

省 エ ネ ル ギ ー 化 を 特 に 進 め る 必 要 が あ る も の と し て 指

定 す る 機 器 （ 特 定 機 器 ） の 省 エ ネ ル ギ ー 基 準 を 、 最 も

省 エ ネ ル ギ ー 性 能 が 優 れ て い る 機 器 （ ト ッ プ ラ ン ナ

ー ） の 性 能 以 上 に 設 定 す る 制 度 で あ る 。  

２  変 圧 器 の 損 失 低 減 化 技 術  

 変 圧 器 の 損 失 を 低 減 さ せ る た め に は 、 磁 束 密 度 及 び

電 流 密 度 を 抑 え る 必 要 が あ る 。 具 体 的 に 採 用 さ れ て い

る 損 失 低 減 化 技 術 と し て は 、 鉄 心 の 増 大 、 ア モ ル フ ァ

ス 鉄 心 の 採 用 、 巻 線 の 太 線 化 が あ る 。  

し か し 、 鉄 心 の 増 大 、 巻 線 の 太 線 化 さ せ る こ と に よ

り 、 寸 法 が 肥 大 化 す る と と も に 、 イ ン ピ ー ダ ン ス が 低

下 す る 。  

３  変 圧 器 の リ プ レ ー ス に 当 た っ て の 留 意 点  

 ト ッ プ ラ ン ナ ー 変 圧 器 は 、 既 存 の 変 圧 器 に 比 べ 、 鉄

心 、 導 体 の 量 が 増 え 、 寸 法 が 大 き く な る 。 こ の た め 、

既 存 の キ ュ ー ビ ク ル 等 の 設 置 場 所 に 収 ま る か ど う か を

検 討 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 既 存 の 変 圧 器 に 比 べ 、 イ

ン ピ ー ダ ン ス が 低 く な る た め 、 二 次 側 の 低 圧 配 線 用 遮

断 器 の 遮 断 容 量 を 確 認 す る 必 要 が あ り 、 遮 断 容 量 が 不

足 す る 場 合 、 配 線 用 遮 断 器 交 換 す る 必 要 が あ る 。 以 上  
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技術部門   電気電子  

専門とする事項  配線工事計画 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－２－１ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

( 1 )  L E D 照 明 器 具 の 形 状 と そ の 特 長  

①  形 状  

L E D 照 明 の 形 状 は 電 球 型 ・ 蛍 光 灯 型 等 、 様 々 な 物 が  

ラ イ ン ナ ッ プ さ れ 市 販 さ れ て い る 。 ま た 、 整 流 器 内

蔵 ・ 別 置 式 等 も あ る 。  

②  特 徴  

a .  消 費 電 力 が 低 い  

 P N 接 合 部 で 電 力 を 直 接 光 に 変 換 す る 為 、 変 換 効 率

が 高 く 、 消 費 電 力 が 低 い 。  

b .  長 寿 命  

 寿 命 が 長 く 、 照 明 器 具 と L E D 素 子 の 寿 命 が 同 じ 物 も

あ り 、 電 球 の 様 に 球 の 交 換 が 不 要 。  

c .  制 御 性 が 良 い  

 B E M S や H E M S と 連 携 す る 事 で 、 照 度 調 整 や 一 斉 消 灯

が で き 、 他 の 器 具 に 比 べ て 制 御 し や す い 。  

( 2 )  施 工 上 の 留 意 点  

①  設 計 上 の 留 意 点  

a .  突 入 電 流  

 L E D 照 明 は １ 灯 当 た り の 突 入 電 流 は 少 な い が 、 数 十

灯 接 続 す る と 、 大 き な 突 入 電 流 が 流 れ 、 照 明 器 具 を 破

損 す る 可 能 性 が あ る 。 工 場 等 の 灯 具 数 が 多 い 場 所 で は

１ フ ィ ー ダ ー の A T 値 を 下 げ 、 分 割 す る 。  

b .  高 調 波  

 L E D 照 明 は 高 調 波 を 発 生 す る 。 機 器 の 誤 動 作 を 防 止  

す る 為 、 フ ィ ル タ 設 置 等 の 対 策 を 実 施 す る 。  
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

②  施 工 上 の 留 意 点  

a .  重 量 が 重 い  

  L E D 照 明 は ヒ ー ト シ ン ク や 整 流 器 が 内 蔵 さ れ て い る

為 、 他 の 照 明 器 具 と 比 べ 重 量 が 重 い 。 工 場 等 で 高 い 位

置 に 照 明 器 具 を 設 置 す る 場 合 は 、 落 下 の 危 険 が あ る 。

そ の 為 、 取 付 け し や す い 金 具 等 が 付 い た 照 明 器 具 を 選

定 す る 。  

b .  熱 に 弱 い  

 L E D 照 明 は 半 導 体 素 子 の 為 、 熱 に 弱 い 。 屋 外 照 明 は  

密 閉 さ れ て お り 、 熱 が こ も る 為 、 点 灯 試 験 等 は 気 温 が

高 い 日 中 に も 実 施 し 、 熱 に よ る 問 題 が 無 い 事 を 確 認 す

る 。  

( 3 )  L E D 照 明 の 今 後 の 可 能 性 ・ 技 術 展 望  

①  色 調 の 表 現  

L E D 照 明 は 照 度 の 調 整 は で き る が 、 現 状 機 器 で は  

色 調 の 調 整 は で き な い 。 色 調 の 異 な る L E D 素 子 を 複 数

内 蔵 す る 事 で 、 異 な る 色 調 を １ 台 で 表 現 す る 。 色 調 を

調 整 で き る 器 具 を 開 発 す る 事 で 、 オ フ ィ ス ビ ル 等 で は

テ ナ ン ト が 入 替 わ る 毎 の 照 明 工 事 ・ 廃 棄 物 を 低 減 で き

る 可 能 性 が あ る 。  

②  太 陽 光 の 表 現  

建 物 に お い て は 、 窓 が 無 い 部 屋 も あ る 。 L E D 照 明 で  

太 陽 光 が 表 現 で き れ ば 、 窓 が 無 い 部 屋 に 窓 が 表 現 で き 、

新 た な 価 値 が 創 出 で き る 。 太 陽 光 を 表 現 で き る L E D 照

明 を 設 置 す る 事 で 部 屋 を 有 効 活 用 で き る 可 能 性 が あ る 。
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技術部門    

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－２－２ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

１  建 築 物 へ の 直 撃 雷 に よ る 結 合 の 概 要  

 建 築 物 へ の 直 撃 雷 は 、 外 部 雷 保 護 シ ス テ ム の う ち 、

受 雷 部 シ ス テ ム で 捕 捉 さ れ 、 引 下 げ 導 線 シ ス テ ム に よ

り 雷 電 流 が 安 全 か つ 迅 速 に 、 接 地 シ ス テ ム を 経 て 大 地

に 放 流 さ れ る 。  

施 設 の 保 安 接 地 及 び 機 能 接 地 が 個 別 に 設 け ら れ て い

る 場 合 、 雷 電 流 に よ っ て 上 昇 し た 大 地 電 位 と 保 安 接 地

及 び 機 能 接 地 の 間 に 電 位 差 が 生 じ る た め 、 電 気 ・ 電 子

シ ス テ ム の 内 部 と 金 属 製 導 体 の 間 に 電 位 差 が 生 じ 、 危

険 な 火 花 放 電 が 生 じ て 損 傷 す る 。  

２  既 設 建 物 改 修 設 計 の Ｓ Ｐ Ｍ 設 計 に 当 た っ て の 、 具

体 的 な 内 容 と 留 意 点  

( 1 )  雷 保 護 ゾ ー ン （ Ｌ Ｐ Ｚ ） に つ い て  

① 具 体 的 な 内 容 ： 落 雷 に よ り 発 生 す る 強 大 な 雷 電 流 を

一 気 に 低 減 さ せ る こ と は 経 済 的 で は な い た め 、 段 階 的

に 低 減 さ せ る た め に 、 雷 保 護 ゾ ー ン を 設 定 す る 。  

② 留 意 点 ： 雷 保 護 ゾ ー ン の 設 定 に 当 た っ て は 、 電 気 ・

電 子 シ ス テ ム の 各 機 器 の 絶 縁 耐 力 に 応 じ た 雷 保 護 ゾ ー

ン に 区 分 す る 。 ま た 、 雷 保 護 ゾ ー ン を 貫 通 す る 電 源 線

等 に 対 し て は 、 サ ー ジ 保 護 デ バ イ ス （ Ｓ Ｐ Ｄ ） を 設 置

す る 。  

( 2 )  接 地 と 等 電 位 ボ ン デ ィ ン グ に つ い て  

① 具 体 的 な 内 容 ： 強 大 な 雷 電 流 が 接 地 極 シ ス テ ム に よ

り 大 地 に 放 電 さ れ る 際 に 、 大 地 電 位 が 上 昇 す る が 、 施

設 の 保 安 接 地 及 び 機 能 接 地 が 個 別 に 設 置 さ れ て い る 場
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

合 、 電 気 ・ 電 子 シ ス テ ム 内 部 に 電 位 差 を 抑 え る た め 、

各 種 接 地 を 、 外 部 雷 保 護 シ ス テ ム の 接 地 極 シ ス テ ム と

一 体 化 し 、 等 電 位 ボ ン デ ィ ン グ を 行 う 。  

② 留 意 点 ： 、 既 存 の 接 地 極 シ ス テ ム と 一 体 に す る こ と

で 、 接 地 抵 抗 値 が 低 く な る た め 、 電 気 ・ 電 子 シ ス テ ム

の 絶 縁 が 低 下 し て 漏 電 し た 場 合 、 漏 電 電 流 が 大 き く な

る 恐 れ が あ る 。 こ の た め 、 Ｂ 種 接 地 に つ い て は 、 Ｓ Ｐ

Ｄ を 用 い て 既 存 の 接 地 極 シ ス テ ム と 接 続 し 、 通 常 時 は

単 独 接 地 と す る 。 ま た 、 イ ン バ ー タ 機 器 が あ る 場 合 、

既 存 の 接 地 極 シ ス テ ム と 一 体 化 す る こ と で 、 高 調 波 電

流 が 接 地 を 通 じ て 拡 散 す る 恐 れ が あ る た め 、 イ ン バ ー

タ 機 器 に 接 続 す る Ｄ 種 接 地 に つ い て も 、 Ｓ Ｐ Ｄ を 用 い

て 既 存 の 接 地 極 シ ス テ ム と 接 続 し 、 通 常 時 は 単 独 接 地

と す る 。  

( 3 )  サ ー ジ 保 護 デ バ イ ス （ Ｓ Ｐ Ｄ ） に つ い て  

① 具 体 的 な 内 容 ： 電 気 ・ 電 子 シ ス テ ム へ 供 給 さ れ る 電

力 、 通 信 回 線 、 Ｂ 種 接 地 、 イ ン バ ー タ 接 地 等 、 直 接 接

地 極 シ ス テ ム へ 接 続 で き な い も の に つ い て は 、 Ｓ Ｐ Ｄ

を 用 い て 露 出 導 電 性 部 分 と 接 続 し て 等 電 位 ボ ン デ ィ ン

グ 化 を 図 る 。  

② 留 意 点 ： 各 種 電 気 ・ 電 子 シ ス テ ム の 耐 電 圧 に 応 じ た

Ｓ Ｐ Ｄ を 選 択 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 Ｓ Ｐ Ｄ は 消 耗 品

で あ る た め 、 設 置 個 数 が 多 く な る と 、 点 検 、 取 替 え 等

の 頻 度 が 高 く な る た め 、 維 持 管 理 が 高 く な る 。  以 上  
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技術部門            部門 

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅲ－ １ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

１ ． L C 設 計 の 概 要  

 建 物 は 建 て て 終 わ り で は な く 、 そ の 後 コ ン ク リ ー ト

造 で あ れ ば  6 0 年 程 度 の 使 用 が 見 込 ま れ 、 イ ニ シ ャ ル

コ ス ト の み で は な く 、 そ の 後 の 光 熱 水 費 や メ ン テ ナ ン

ス コ ス ト な ど の ラ ン ニ ン グ コ ス ト が 発 生 す る 。 こ の ラ

ン ニ ン グ コ ス ト は イ ニ シ ャ ル コ ス ト の ３ 倍 か か る と い

っ た 試 算 も あ り 、 イ ニ シ ャ ル コ ス ト と ラ ン ニ ン グ コ ス

ト を 含 め た 計 画 が 必 要 で あ る 。 特 に 電 気 設 備 に つ い て

は ラ イ フ サ イ ク ル の 間 に ２ ～ ３ 回 の リ ニ ュ ー ア ル が あ

る も の で あ り 、 設 計 に お い て リ ニ ュ ー ア ル を 考 慮 し て

い な い 設 計 で あ っ た 場 合 、 余 分 な コ ス ト を 要 し た り 、

リ ニ ュ ー ア ル 性 が 悪 い こ と を 理 由 に 早 期 の 建 替 え と な

っ て し ま う こ と も あ る 。 情 報 機 器 に つ い て は 日 進 月 歩

で あ り 、 製 品 の ち ん 腐 化 が 著 し く 、 更 に 更 新 が 頻 繁 に

あ る 。 こ の よ う に 建 物 の 設 計 段 階 か ら 解 体 ま で 、 建 物

が 向 か え る イ ベ ン ト に う ま く 対 応 で き る よ う に 建 物 の

ラ イ フ サ イ ク ル 全 体 を 考 慮 し て 設 計 す る こ と が L C 設

計 で あ る 。  

２ ． L C 設 計 の 評 価 項 目  

( 1 )  環 境 性  

・ 光 熱 水 の 消 費 が 少 な く 、 C O 2 発 生 量 の 少 な い も の を

評 価  

( 2 )  保 守 性  

・ 施 設 の メ ン テ ナ ン ス 作 業 員 に て 特 別 な 技 術 が な く て

も 保 守 で き る も の や 保 守 が 容 易 な も の を 評 価  
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

( 3 )  信 頼 性  

・ 故 障 が し に く い も の や 、 動 作 の 確 実 性 が 期 待 で き る

も の を 評 価  

( 4 )  安 全 性  

・ 施 設 利 用 者 に 危 害 を 与 え な い も の 、 故 障 等 に よ る 火

災 な ど の 二 次 災 害 の 危 険 が 低 い も の を 評 価  

( 5 )  寿 命  

・ 寿 命 が 長 い も の を 評 価  

( 6 )  リ ニ ュ ー ア ル 性  

・ リ ニ ュ ー ア ル が 容 易 に で き る も の を 評 価  

３ ． 総 合 評 価 実 施  

① 油 入 変 圧 器 と モ ー ル ド 変 圧 器  

 環 境

性  

保 守

性  

信 頼

性  

寿 命  ﾘ ﾆ ｭ ｰ

ｱ ﾙ 性  

経 済

性  

総 合

評 価  

油 入

変 圧

器  

〇  

菜 種

油 等

有 り  

△  

油 の

管 理

必 要  

×  

火 災

の 危

険  

〇  〇  〇  

安 価  

9 点  

ﾓ ｰ ﾙ

ﾄ ﾞ 変

圧 器  

〇  〇  

ﾒ ﾝ ﾃ ﾅ

ﾝ ｽ な

し  

〇  

火 災

の 危

険 な

し  

〇  〇  ×  

高 価  

1 0 点  

※ 〇 を ２ 点 、 △ を １ 点 、 × を ０ 点 と し 、 総 合 評 定 を 出

し て 比 較 を 行 う 。  
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

モ ー ル ド 変 圧 器 は 経 済 性 で は 劣 る も の の 信 頼 性 や 保

守 性 が 優 れ て い る こ と か ら モ ー ル ド 変 圧 器 の 方 が 総 合

評 定 が 高 く 、 L C 設 計 上 優 位 で あ る と 評 価 す る 。  

 

⑤ デ ィ ー ゼ ル 発 電 機 （ ラ ジ エ ー タ 冷 却 ） と ガ ス タ ー ビ

ン 発 電 機  

 環 境

性  

保 守

性  

信 頼

性  

寿 命  ﾘ ﾆ ｭ ｰ

ｱ ﾙ 性  

経 済

性  

総 合

評 価  

デ ィ

ー ゼ

ル 発

電 機  

〇  

効 率

高 い  

△  

補 給

水 必

要  

△  

 

〇  △  〇  

安 価  

9 点  

ガ ス

タ ー

ビ ン

発 電

機  

×  

効 率

低 い  

〇  

冷 却

水 不

要  

〇  

 

〇  〇  

ｵ ｰ ﾊ ﾞ

ｰ ﾎ ｰ ﾙ

N e w

で 短

期 間  

×  

高 価  

8 点  

※ 比 較 と し て は 非 常 用 発 電 機 の 用 途 を 前 提 と し 、 〇 を

２ 点 、 △ を １ 点 、 × を ０ 点 と し て 総 合 評 定 を 算 出 し て

比 較 を 行 う 。  

 デ ィ ー ゼ ル 発 電 機 は ガ ス タ ー ビ ン 発 電 機 と 比 較 し 、

保 守 性 や 信 頼 性 、 リ ニ ュ ー ア ル 性 が 劣 る も の の 環 境 性

や 経 済 性 に 優 れ て い る こ と か ら 総 合 評 定 値 が 高 く 、 L C

設 計 上 優 位 で あ る と 評 価 す る 。  
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技術部門    

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅲ－１ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

１  Ｌ Ｃ 設 計 の 概 要  

 建 築 物 の ロ ン グ ラ イ フ 化 を 進 め る に 当 た っ て は 、 Ｌ

Ｃ 設 計 を 行 い 、 企 画 や 設 計 行 為 に 反 映 す る こ と が 重 要

で あ る 。  

 Ｌ Ｃ 設 計 と は 、 建 築 物 の 建 設 の み だ け で は な く 、 資

材 調 達 、 施 工 、 管 理 、 更 新 、 廃 棄 ま で を 含 め 、 コ ス ト 、

省 エ ネ ル ギ ー 、 環 境 へ の 負 荷 低 減 を 考 慮 し た 設 計 を 行

う 手 法 で あ る 。                      

( 1 )  資 材 調 達 に つ い て  

 規 格 品 等 、 市 場 で 調 達 し や す い 機 器 、 資 材 を 使 用 す

る こ と で 、 更 新 時 に 更 新 し や す く な る 。  

( 2 )  施 工 に つ い て  

 プ レ ハ ブ 化 し た 機 器 、 資 材 を 使 用 す る こ と に よ り 、

現 場 加 工 ロ ス の 削 減 、 塗 装 に よ る 周 辺 環 境 へ の 影 響 の

低 減 、 電 力 使 用 量 の 削 減 を 図 る 。  

( 3 )  管 理 に つ い て   

 省 エ ネ ル ギ ー 、 Ｃ Ｏ 2 削 減 、 維 持 管 理 の し や す い 建

築 物 に す る こ と で 、 維 持 管 理 コ ス ト 縮 減 を 図 る 。  

( 4 )  更 新 に つ い て  

  機 器 の 更 新 に 必 要 な 更 新 ス ペ ー ス 、 機 器 の 搬 出 入 ル

ー ト を 確 保 す る こ と で 、 更 新 に 伴 う 施 設 の 停 止 期 間 を

最 小 限 に 抑 え る こ と が で き る 。  

( 5 )  廃 棄 に つ い て  

 建 築 物 の 取 り 壊 し 時 に 、 廃 棄 物 が 極 力 少 な く な る よ

う に す る こ と で 、 環 境 へ の 負 荷 の 低 減 を 図 る 。   
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

２  Ｌ Ｃ 設 計 を 行 う 上 で 、 経 済 性 以 外 で 評 価 検 討 す る

項 目 と 評 価 検 討 内 容   

 Ｌ Ｃ 設 計 を 行 う 上 で 、 経 済 性 以 外 で 評 価 検 討 す る 項

目 と し て 、 寿 命 、 省 エ ネ ル ギ ー 性 、 更 新 の し や す さ 、

建 築 物 へ の 影 響 、 廃 棄 時 の 環 境 へ の 負 荷 を 挙 げ る 。   

( 1 )  寿 命 に つ い て  

 Ｌ Ｃ 設 計 を 行 う 上 で 、 機 器 の 運 転 可 能 時 間 を 検 討 し 、

寿 命 を 評 価 す る 。 具 体 的 に は 、 建 築 物 の 寿 命 は ５ ０ 年

程 度 と 長 い が 、 電 気 機 器 の 寿 命 は ２ ０ 年 程 度 で あ る 。  

( 2 )  省 エ ネ ル ギ ー 性 に つ い て  

Ｌ Ｃ 設 計 を 行 う 上 で 、 機 器 の 消 費 電 力 を 検 討 し 、 省

エ ネ ル ギ ー 性 を 評 価 す る 。 具 体 的 に は 、 省 エ ネ ル ギ ー

化 に よ り 、 維 持 管 理 コ ス ト 及 び Ｃ Ｏ 2 削 減 に つ な が る 。

( 3 )  更 新 の し や す さ に つ い て  

 Ｌ Ｃ 設 計 を 行 う 上 で 、 機 器 の 更 新 ス ペ ー ス 、 搬 出 入

ル ー ト を 検 討 し 、 更 新 の し や す さ を 評 価 す る 。 具 体 的

に は 、 更 新 時 の 停 電 等 に よ る 利 用 停 止 を 回 避 で き る 。  

( 4 )  建 築 物 へ の 影 響 に つ い て  

 Ｌ Ｃ 設 計 を 行 う 上 で 、 建 築 構 造 体 や 内 装 へ の 影 響 を

検 討 し 、 建 築 物 へ の 影 響 を 評 価 す る 。 具 体 的 に は 、 火

災 対 策 や 騒 音 対 策 が 建 築 物 に 影 響 す る 。  

( 5 )  廃 棄 時 の 環 境 へ の 負 荷 に つ い て  

 Ｌ Ｃ 設 計 を 行 う 上 で 、 廃 棄 物 の 再 利 用 率 を 検 討 し 、

廃 棄 時 の 環 境 へ の 負 荷 を 評 価 す る 。 具 体 的 に は 、 解 体

物 の 再 利 用 す る こ と で 、 環 境 へ の 負 荷 を 低 減 で き る 。  
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

３  Ｌ Ｃ 設 計 を 行 う た め の 具 体 的 な 比 較 検 討 及 び 評 価  

( 1 )  油 入 変 圧 器 と モ ー ル ド 変 圧 器  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 2 )  非 常 照 明 に お い て 蓄 電 池 内 蔵 型 と 電 源 別 置 型  

 

 

 

 

 

 

 

評価 説明 評価 説明

寿命 △ ・大電流に対する耐久性が高く、長寿命である。 ○
・大電流に対する耐久性が低く、油入変圧器に比べて
短寿命である。

省エネルギー性 ○
・絶縁油の自然循環で冷却されるので、省エネル
ギー性に優れる。

△ ・冷却のため、換気、空調に電力が必要である。

更新のしやすさ △ ・寸法が大きいため、搬出入がしにくい. ○ ・寸法が小さいため、搬出入が容易である。

建築物への影響 △
・消火設備が必要である。
・防火区画が必要である。

○
・騒音、振動対策が必要である。
・設置面積が少なくてすむ。

廃棄時の環境への
負荷

△
・廃油は焼却処理されるため、環境への負荷が大き
い。

○
・焼却処理されるものが少なく、環境への負荷が小さ
い。

経済性 ○ ・安価である △ ・高価である。

総合評価 △
最もポピュラーであるが、廃油の処理に課題が残
る。

○ 高価であるが、環境への負荷の影響が少ない。

油入変圧器 モールド変圧器

評価 説明 評価 説明

寿命 △ ・個々の蓄電池の寿命は短い。 ○ ・長寿命型鉛蓄電池の寿命は長い。

省エネルギー性 ○ ・非常時の電力損失は少ない。 △
・非常時には、蓄電池設備から個々の器具までの配線

で電力損失が発生する。

更新のしやすさ △
・更新する際の一部停止等が発生する。
・更新する電池が多くなる。

○
・蓄電池設備内で一括して更新できるため、設備の一
部停止はない。

建築物への影響 ○ ・通常の照明器具と差異はない。 △
・蓄電池設備のためのスペースが必要である。
・換気対策が必要である。
・床面の腐食対策が必要である。。

廃棄時の環境への
負荷

△ ・金属くずとして埋め立てられることが多い。 ○ ・鉛蓄電池のリサイクルが確立されている。

経済性 △
・一般器具よりも高価であるため、10,000㎡程度の
大規模な施設では割高となる。

○
・蓄電池設備は高価であるが、大規模な施設ではコス
トメリットがある。

総合評価 △ ・10,000㎡程度の大規模な施設では、割高となる。 ○ 高価であるが、環境への負荷の影響が少ない。

蓄電池内蔵型 電源別置型









選択科目   電気設備 
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技術部門   電気電子  

専門とする事項  配線工事計画 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅲ-2 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

( 1 )  与 件 整 理 , モ ジ ュ ー ル 選 定 , モ ジ ュ ー ル 配 置 検 討  

①  与 件 整 理  

発 電 効 率 2 0 ％ 、 平 均 日 照 時 間 を 8 h と す る と  

年 間 4 5 M W h 発 電 す る の に 必 要 な 容 量 ・ 面 積 は  

容 量 ： 4 5 × 1 0 3 / ( 8 h × 3 6 5 ) = 1 5 . 4 k W （ 最 低 ）  

設 置 面 積 ： 1 5 . 4 k W / 0 . 2 = 7 7 m 2 ( 最 低 )  

 上 記 よ り 、 2 0 k W の パ ネ ル を 設 置 す る 計 画 を す る 。  

②  太 陽 光 モ ジ ュ ー ル の 選 定  

a .  検 討 概 要  

 流 通 し て い る C I S , 多 結 晶 , 単 結 晶 パ ネ ル 等 か ら 最 も  

 発 電 効 率 の 高 い 、 単 結 晶 パ ネ ル を 採 用 す る 。  

b .  留 意 点  

 結 晶 シ リ コ ン 系 の パ ネ ル は 温 度 上 昇 に よ り 発 電 効 率  

が 下 が る 為 、 空 調 等 の 廃 棄 が 当 た ら な い 様 に 注 意 す  

る 。  

③ 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル の 配 置 検 討  

a . 検 討 概 要  

 パ ネ ル の 配 置 は 平 置 き 、 4 0 ° 傾 斜 式 、 M 字 配 置 等 か  

ら 発 電 効 率 が 最  も 効 率 の 高 い 、 4 0 ° 傾 斜 方 式 を 採  

用 す る 。  

b . 留 意 点  

結 晶 シ リ コ ン 系 の パ ネ ル は 影 が 掛 る と 直 列 接 続 さ れ  

て い る パ ネ ル 全 体 の 発 電 効 率 が 低 下 す る 。 そ の 為 、

柵 等 の 日 中 の 影 の 位 置 を 確 認 し 、 影 が 掛 ら な い 様 に

配 置 す る 。  
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

( 2 )  系 統 連 携 計 画  

①  系 統 へ の 連 系 方 法  

発 電 出 力 が 5 0 K W 以 下 の 為 、 電 気 主 任 技 術 者 の 配 置

が い ら な い 、 低 圧 連 携 を 行 う 。 ま た 、 F i t 単 価 も 低

圧 の 方 が 高 圧 よ り も 高 い 。  

②  技 術 要 件  

技 術 要 件 と し て 、 電 圧 ・ 周 波 数 ・ 位 相 ・ 単 独 運 転 の

防 止 ・ F R T 要 件 等 が あ る 。 こ れ ら の 要 件 を 満 た す

P C S を 採 用 す る 。  

③  留 意 点  

a . 配 電 系 統 の 容 量  

送 配 電 系 統 の 容 量 が 不 足 し て い る と 、 配 電 系 統 へ 売

電 電 力 が 供 給 で き な い 。 そ の 為 、 事 前 に 配 電 系 統 の

容 量 に 余 力 が あ る か 確 認 要 。  

b . 電 圧 上 昇 に よ る 供 給 抑 制  

連 系 す る 配 電 系 統 の 柱 上 変 圧 器 が 逆 潮 流 に 対 応 し て  

い な い 場 合 、 供 給 過 多 で 配 電 系 統 の 電 圧 が 上 昇 し 、  

売 電 が 抑 制 さ れ る ケ ー ス が あ る 。 そ の 為 、 事 前 に 確  

認 す る と 共 に 、 周 辺 の 需 要 家 の 消 費 電 力 等 を 確 認 し  

て お く 。  
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

( 3 )  再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 有 効 利 用 ・ ロ ス 低 減  

①  技 術 提 案  

a .  E V 活 用 ： 業 務 用 に E V を 活 用 す る 。  

b .  夏 場 の パ ネ ル へ の 散 水 ： パ ネ ル に 散 水 し 冷 却 す る 。

②  効 果  

a .  E V 活 用  

 余 剰 電 力 を 有 効 活 、 燃 料 費 を 削 減 で き る 。  

b .  夏 場 の パ ネ ル へ の 散 水  

 夏 場 の 発 電 ロ ス を 低 減 で き 、 発 電 量 増 加 。  

③  課 題  

a .  E V 活 用  

 E V の 使 用 電 力 量 が 多 く 、 天 候 だ け で は 不 足 し 、 E V  

を 使 用 し て い る と 、 余 剰 電 力 を 充 電 で き な い 。  

b .  パ ネ ル へ の 散 水  

  散 水 機 器 の 影 が パ ネ ル に 影 が か か る と 効 率 が 低 下 。  

④  対 策  

a .  E V 活 用 ： 商 用 電 源 か ら も 充 電 で き る 様 に し 、 常 設  

    の バ ッ テ リ ー を 追 加 す る 。  

b .  パ ネ ル へ の 散 水 : 散 水 機 器 の 高 さ を 低 く し 、 パ ネ ル  

 に 影 が 掛 ら な い 様 に 配 置 す る 。  

⑤  留 意 点  

a .  E V 活 用 ： E V 充 電 電 流 は 大 き く 一 定 の 為 、 専 用 の  

フ ィ ー ダ ー を 設 け る 。  

b .  パ ネ ル へ の 散 水 : 水 道 水 は カ ル キ が 含 ま れ て い る 為 、

パ ネ ル が 白 化 し 効 率 低 下 、 カ ル キ を 抜 い た 水 を 使 う 。  














